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初
夏
を
思
わ
せ
る
日
差
し
が
照
り
付
け
る
晴
天
の
下
、
第
１６
回
「
骨
寺
村
荘
園 

お

田
植
会
」
が
、
５
月
３１
日
（
日
）
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

例
年
、
米
オ
ー
ナ
ー
さ
ん
を
は
じ
め
、
厳
美
小
中
学
校
生
、
大
学
生
、
一
般
の
皆
さ

ん
に
も
ご
参
加
頂
き
、
２
０
０
名
規
模
で
行
っ
て
い
る
「
お
田
植
」
で
す
が
、
今
年
に

関
し
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の
懸
念
か
ら
、
地
元
住
民
と
関
係
機

関
の
皆
さ
ん
の
み
で
、
参
加
者
８
０
名
の
縮
小
開
催
と
な
り
ま
し
た
。 

開
会
行
事
で
は
、
中
尊
寺
大
長
寿
院
菅
原
光
中
ご
住
職
、
菅
原
光
聴
執
事
長
に
よ
る
、

作
業
安
全
、
豊
作
祈
願
、
更
に
は
疫
病
退
散
の
願
い
を
込
め
て
御
祈
祷
が
行
わ
れ
、
一

関
市
教
育
長
小
菅
正
晴
様
、
協
議
会
の
五
十
嵐
正
一
新
会
長
が
参
加
者
を
代
表
し
て
お

焼
香
を
行
い
ま
し
た
。 

午
前
中
に
行
わ
れ
た
作
業
で
は
、
遠
西
、
不
動
窟
の
二
か
所
の
小
区
画
水
田
に
、
ひ

と
め
ぼ
れ
に
加
え
、
昨
年
に
続
き
「
金
色
の
風
」
の
苗
を
植
え
付
け
ま
し
た
。 

今
回
植
え
た
苗
が
成
長
し
、
黄
金
色
の
稲
穂
が
実
る
秋
に
は
、
ま
た
、
多
く
の
参
加

者
を
迎
え
て
、
盛
大
に
稲
刈
り
交
流
会
が
で
き
る
よ
う
、
切
に
願
い
ま
す
。 

○河川・史跡管理道草刈 

 1回目 6月  7日(日) 

 2回目 7月 26日(日) 

 3回目 9月 13日(日) 

○国道・県道草刈 

 1回目 6月 14日(日) 

 2回目 8月 23日(日) 

 3回目 9月 20日(日) 

○公葬地草刈 

 1回目 6月 21日(日) 

 2回目 8月  2日(日) 

※状況に応じて、日程が変更

になることがあります。 

 

今
年
度
も
、
景
観
保
全
と
営
農
活
動
維
持
を
目
的
と
し
て
、
左
記
の
日
程
で

本
寺
地
域
内
の
環
境
整
備
作
業
（
草
刈
り
）
が
行
わ
れ
ま
す
。 

 

作
業
に
あ
た
る
地
元
住
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
早
朝
の
作
業
と
な
り
ま
す
の

で
、
事
故
、
怪
我
等
に
十
分
注
意
し
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

な
お
、
作
業
日
の
変
更
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
都
度
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
の

で
、
出
役
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 
毎
年
６
月
下
旬
に
行
っ
て
い
る
「
ホ
タ
ル
を
見
る
会
」
で
す
が
、
今

年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
予
防
や
、
野
生
動
物
の
出
没
が

相
次
い
で
い
る
こ
と
か
ら
、
参
加
者
の
安
全
を
考
慮
し
、
開
催
を
見
送

る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
に
よ
る
社 

会
状
況
の
推
移
は
、
協
議
会
と
し
て
の
取
組 

み
に
も
、
少
な
か
ら
ず
影
響
を
及
ぼ
し
て
い 

ま
す
が
、
適
切
な
防
止
対
策
を
講
じ
る
こ
と 

で
、
可
能
な
限
り
今
後
の
行
事
を
開
催
し
て 

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

最
も
近
い
行
事
と
し
て
は
、
８
月
１４
日
に 

は
、
毎
年
恒
例
の
「
納
涼
ま
つ
り
」
を
行
う
予
定
で
す
。
開
催
の

条
件
と
し
て
、
手
の
消
毒
の
徹
底
、
対
人
間
隔
の
確
保
、
マ
ス
ク

着
用
の
励
行
な
ど
、
来
場
者
へ
の
協
力
も
お
願
い
し
ま
す
。 

 

皆
さ
ん
の
協
力
の
も
と
、
ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代
の
地
域
お
こ
し

活
動
を
模
索
し
な
が
ら
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。 


